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研究要旨 

平成 24 年度は、研究継続グループとして①泌尿器がん②胃がん手術③肝

臓がん④悪性リンパ腫化学療法⑤リンパ浮腫治療⑥がんのリハビリ、再検

討グループとして⑦乳がんグループの７グループでの検討が行なわれた。

年度末には 28 種類の基本パスを完成させ公開した。

 

Ａ．研究目的 

全国のがん診療連携拠点病院で共有できるがん

診療標準クリニカルパスデータベースを構築し公

開することが目的である。これによって、医療安

全の推進がはかれるとともに在院日数の短縮など

医療効率の向上およびがん治療の均てん化に貢献

することが期待される。 

 

Ｂ．研究方法 

泌尿器科領域パス、胃がん手術パス、肝臓がん

関連パス、悪性リンパ腫化学療法パス、リンパ浮

腫手術療法パス、がんのリハビリパス、作成公開

済みの乳がんパスの改訂を全国のがん専門医療施

設で各がん種のクリニカルパスに取り組んでいる

研究者を中心に７ワーキンググループ（1グループ

あたり 6-7 施設）を組織し、各施設のクリニカル

パスを収集し問題点と標準化について検討した。

がん診療の基本パス（医療従事者用と患者用）作

成にあたっては基本クリニカルパス策定規程を設

け、①がん診療連携拠点病院レベルの内容②EBM に

基づいた内容③ベンチマークを必須とし④汎用性

のあるパスを目指す⑤エビデンス（ガイドライン

など）と連動して更新⑥7大がん以上を対象、を目

標とした。 

作成した基本クリニカルパスおよび各研究協力

施設から収集したパスをライブラリーとして国立

がん研究センターがん情報サービスのホームペー

ジより公開中である。 

また新たな試みとして、リハビリグループでが

んのリハビリの小冊子（がんの療養シリーズ）を

検討開始した。 

 

（倫理面への配慮） 

クリニカルパスデータベースの構築にあたって

は、医療の受け手に安全かつ信頼される医療を提

供することを心がけている。また、個人情報は扱

わない研究である。 

 

Ｃ．研究結果 

① 全国 35 施設からのクリニカルパス担当者によ 

る 7ワーキンググループで検討した結果、下記の

28 基本パスが完成し公開中である。 

• 肺葉切除基本パス 

• 肺がん化学療法（シスプラチン・ゲムシタ



ビン併用療法）基本パス 

• 肺がん化学療法（カルボプラチン・パクリ

タキセル併用療法）基本パス 

• 肺がん化学療法（シスプラチン・エトポシ

ド併用療法）基本パス  

• 胃切除基本クリニカルパス 

• 胃がん化学療法（S-1+CDDP 療法）基本パス 

化学療法導入入院治療 

• 胃がん審査腹腔鏡基本パス 

• 大腸がん化学療法（mFOFLX6）基本パス リ

ザーバーポート埋め込み、化学療法導入入

院治療  

• 大腸がん化学療法（mFOFLX6）基本パス 外

来通院治療  

• 大腸がん化学療法（bevacizumab＋mFOFLX6）

基本パス 外来通院治療  

• 大腸がん化学療法（bevacizumab＋mFOFLX6）

基本パス 入院治療  

• 結腸がん手術基本パス 

• 前立腺全摘術基本パス 

• BEP 療法基本パス（精巣がん化学療法） 

尿路上皮がん 化学療法(ゲムシタビン･シ

スプラチン併用療法)基本パス 

• 乳がん手術基本パス 

• 乳がん化学療法（AC）基本パス 入院治療 

• 乳がん化学療法（AC）基本パス 外来通院

治療 

• 広汎子宮全摘術 基本パス 

• 卵巣・卵管・腹膜がん根治術 基本パス 

• 卵巣がん化学療法 TC 療法（パクリタキセル

＋カルボプラチン）基本パス 

• 悪性リンパ腫化学療法（R-CHOP 療法導入） 

基本パス 

• 悪性リンパ腫［ホジキンリンパ腫］ 化学

療法（ABVD 導入療法）基本パス 

• 悪性リンパ腫［非ホジキンリンパ腫］ 化

学療法（CHASER 療法）基本パス 

• 悪性リンパ腫 化学療法（セヴァリン(R)

療法）基本パス 

• リンパ浮腫保存的治療 基本パス 

• 特殊な状況のリンパ浮腫保存的治療 基本

パス 

 

Ｅ．結論 

全国のがん診療連携拠点病院で共有できるがん

診療クリニカルパスのデータベースを公開するこ

とは医療安全の推進とともに医療効率の向上およ

びがん診療の均てん化に貢献することが期待され

る。 
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特になし。 
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